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研究成果の概要（和文）：タイにおいて、脱過激化をめぐる政治は、とりわけイスラーム教育の場を舞台に展開
してきた。本研究では、マレーシアとの国境に位置するタイ深南部を中心に、ナショナリズムとイスラーム主義
が果たした役割について検討を行った。イスラーム復興の流れで台頭した原典回帰志向を強くもつサラフィー主
義はむしろ、タイの文脈で過激主義とみなされてきたマレー・ナショナリズム運動を相対化し、マレー・ムスリ
ムのタイへの統合を進めた側面がある。さらにマレー・ナショナリズムは、深南部のムスリム社会にグローバル
なジハード主義が浸透することを防いできた側面があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In Thailand, politics surrounding de-radicalization has particularly 
unfolded in the arena of Islamic education. This study examines the roles played by nationalism and 
Islamism, focusing on the southernmost region of Thailand bordering Malaysia. Salafism, with its 
strong emphasis on original sources, which gained prominence in the wave of Islamic revival, has, in
 fact, contextualized and advanced the integration of Malay Muslims into Thailand by 
counterbalancing the Malay nationalist movement, which has been perceived as extremist within the 
Thai context. Furthermore, Malay nationalism has revealed its role in preventing the infiltration of
 global jihadist ideologies into Muslim society in the deep south.

研究分野： 地域研究
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
タイ深南部に関する研究では、これまで紛争やナショナリズムに注目が集まってきた。本研究はイスラーム主義
の観点から、深南部問題を読み直すことを試みた。何を「過激派」とみなすか、それ自体が政治であり、時代に
よっても国によっても異なる。9.11以降、世界的に過激派の代名詞ともみなされたサラフィー主義は、タイの文
脈ではイスラームを強調することで民族を相対化し、むしろ脱過激化を促進する動きであると捉えられた。それ
に対して過激主義だとみなされてきたのが、マレーナショナリズムである。また、日本では研究蓄積がなかった
地域であり、まとまった著作として出すことができた意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）過激主義と脱過激化 
テロリストやテロ行為の制圧の効果が疑問視されるなかで、過激主義やテロリズムを防ぐこ

とを念頭に置いた脱過激化が注目されるようになった。脱過激化とは、テロリストの社会復帰プ
ログラムを中心とし、より広義には人々の過激化を防ぐことを念頭に置いた各種政策のことで
ある。何が過激主義であり、誰がテロリストなのかという定義そのものが政治の産物であり、そ
の定義によって脱過激化のターゲットも当然異なる。 
タイからの分離独立運動が続く深南部 3 県（パッターニー、ヤラー、ナラーティワート）にお

いて、政府によって過激主義とみなされてきたのはマレー・ナショナリズム運動であり、脱過激
化は主に教育を通して行われてきた。タイにおいてイスラームへの関心が高まったのは、タイ政
府とイスラーム系武装組織との間での抗争が激化した 2004 年以降のことである。アルカイダな
どグローバルなジハード主義の影響が懸念されるようになったものの、研究開始当初には、依然
として研究はマレー・ナショナリズム運動に集中しており、深南部にグローバルなジハード主義
の影響はないことが指摘されていた。 
 
（２）マレー・ナショナリズム研究の問題点 
タイ語、マレー語、英語を含め、タイ深南部に関する豊富な研究蓄積が存在しているが、なか

でも多くを占めているのが政治、とくにマレー・ナショナリズムに着目する研究である。これま
での研究では、なぜ深南部で分離独立運動が生じているのかという問いに対し、国家のマイノリ
ティ集団に対する同化・統合政策と、その帰結としての分離独立運動やマイノリティとしての帰
属意識の高まりに関する研究が行われてきた。タイ政府による統治の是非を問う議論には体制
派・反体制派といったイデオロギー的な対立が反映されるケースもある。これらの研究では、マ
イノリティとしてムスリムやイスラームが一枚岩的に扱われることから、深南部のムスリム社
会内部で拡大するサラフィー主義の影響が等閑視されていた。 
 
（３）タイのサラフィー主義研究 
サラフィー主義は、イスラームの原典であるクルアーンとハディースに依拠した実践の改革

を伴う思想潮流・運動である。サラフィー主義はしばしばイスラーム過激派の代名詞として用い
られ、国家安全保障に対する脅威として捉えられてきた。しかし、深南部問題をタイ政府の統治
の正統性という観点からいち早くまとめたマッカーゴ（2008）においても、サラフィー主義はタ
イ政府との間で問題を抱えていないという点が指摘されていた。 
さらに 2010 年代になると、タイ・ムスリム自身による、タイのサラフィー主義に着目した研

究が登場した。自身がタイのムスリムであるムハンマドイヤース・ヤプルン（2014）とハーフィ
ズ・サレ（2017）は、サラフィー主義がタイで受容された背景について、指導者や政治運動に着
目しながら論じている。しかし、国家レベルにおける協調が成功したことが明らかになったとし
ても、実際に分離独立運動が生じてきたタイ深南部においてサラフィー主義がどのように受け
入れられ、マレー・ムスリムの統合に対してどのような役割を果たしているのかについては十分
に検討されていなかった。 
 
２．研究の目的 
以上を踏まえて、研究開始当初に設定した問いは、なぜ特定の地域にはグローバルなジハード

主義の影響がないのか、というものである。諸外国では政府を転覆する方向で働きうるために安
全保障上の脅威とみなされることが多かったサラフィー主義が、なぜタイでは政府と協調関係
にあるのか。タイ政府と深南部のムスリムが取り結んできた関係、そしてマレー・ナショナリズ
ムはその過程で、どのように変容してきたのか。宗教と「過激主義」の問題を、東南アジア地域
の文脈、とりわけマレー半島とタイ深南部の事例においてとらえなおすとともに、ナショナリズ
ムとイスラーム主義がともにグローバルなジハード主義の防波堤となった可能性について考察
することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）文献調査 
ナショナリズムに関する豊富な研究蓄積に加えて、2000 年代以降、サラフィー主義やイスラ

ーム主義に関する成果が増え、各国・地域の事例を踏まえたサラフィー主義内部の潮流やその多
様性に関する研究も進んだ。こうした成果も踏まえつつ、タイ深南部の文脈でサラフィー主義が
登場した背景とその主張についての文献調査を行った。タイ国立公文書館、チュラーロンコーン
大学図書館、マレーシア国立文書館においても資料収集を実施した。 

 
（２）インタビュー調査 
タイ深南部でサラフィー主義が登場した背景に加え、イスラームをめぐる解釈の違いがムス

リムコミュニティ内部および、ムスリムとタイ政府との関係性にどのような影響を及ぼしてき



たのかという点について考察するため、特にイスラーム教育に関わる人々へのインタビューを
行った。2020 年 3 月以降、新型コロナウイルス感染症の拡大によって現地調査が困難となった
ため、インタビューはオンラインでの調査に切り替えて実施した。 

 
４．研究成果 
（１）主な成果 
イスラームの解釈をめぐって何が過激とみなされているのかが、政府と深南部社会において

異なっていること論じたのが「イスラーム的価値観をめぐる相違と「過激化」問題 : タイ深南
部におけるサラフィー主義の受容に着目して」である。サラフィー主義はイスラームを上位にか
かげることでマレー・ナショナリズム運動から距離を取ってきたため、タイ政府と敵対すること
がなかった。一方でサラフィー主義が非難し、改革の対象としたのが伝統的なマレーの文化であ
ったために、現地の社会で軋轢を生み出した。本論文で提示したアイデアを維持しつつ、その後
の文献調査とイスラーム教育者へのインタビュー調査の結果を大幅に加筆して、単著『イスラー
ム改革派と社会統合：タイ深南部におけるマレー・ナショナリズムの変容』にまとめた。 
 
（２）国内外における位置づけとインパクト 
日本語でタイのイスラームについて書かれた学術書は少なく、タイ深南部について体系的に

扱われた書籍は皆無であった。2004 年以降、テロリズム研究を含めて爆発的に増加したタイ深
南部研究の世界的な潮流を鑑みると、日本での研究は立ち遅れたものと言わざるを得ない状況
があった。また、タイを含む海外においても、イスラーム復興に関する研究は、前述のヤプルン、
サレを筆頭に指導者層や政治運動に着目した研究成果が 2010 年代に出始めたばかりであった。
いずれの成果もムスリム当事者によるもので、サラフィー主義運動がタイにおいて受容された
背景を論じている。 
本研究は、イスラーム指導者のカリスマ性や社会運動が成功した背景だけでなく、その結果と

して市民のレベルにおいてどのような反発や変化があったのかという点について考察を行った。
分離独立運動の展開において、タイ政府が最も大きな脅威とみなしてきたネオルアム（支持者の
意：深南部の文脈では分離独立運動に対する支持者という意味で用いられる）の問題にも切り込
むものである。 
タイにおいてイスラームに対する関心が高まったのは、1990 年代の湾岸戦争、とくに 2001 年

の 9・11 同時多発テロ事件以降、さらに 2004 年以降に深南部紛争が激化したことによってであ
った。2004 年以降、深南部紛争に関する研究は爆発的な増加をみせている。アルカイダや JI な
ど国際テロ組織の動きに着目するテロリズム研究では、現地の実情を理解しない研究者によっ
てグローバルなジハード主義の影響が指摘され、政府関係者や社会が混乱に陥った。テロリズム
研究を除くタイ深南部に関する研究では、タイが近代国民国家としての歩みを進める過程にお
いて周縁化された「ムスリム・マイノリティ」の帰属意識が問題とされる構図は、それ以前の研
究を継承するかたちで続いている。 
本研究は、地域研究的な視点のみならず、イスラーム復興に注目することによって、より広く

イスラーム世界のなかにタイ深南部を位置付けて捉えることを試みたといえる。2019 年 6 月 11
日にチュラーロンコーン大学で開催された国際シンポジウム Female Agency, and Islamic Activism: 
Thai Case Studies in Localizing the Global において、単著の一部の成果について発表を行った際、
タイにおけるイスラーム復興に関する研究を牽引してきたヤプルン、サレ両氏から評価を受け
ることができた。 

 
（３）今後の展望 

2020 年、新型コロナウイルス感染症の拡大で、2004 年に紛争が激化して以降もっとも「平和」
な年となった一方で、現地の人々の生活は大きな打撃を受けている。2023 年の総選挙では、政
治的に覚醒した若者たちによるマレー文化の主張や、議会政治の場での闘争を模索する動きが
顕著になった。この点については共著『ASEAN の亀裂と連結：国際政治経済のなかの不確実な
針路』においてまとめた。マレー・ナショナリズム運動とは距離を取ってきたサラフィー主義で
あるが、近年、両者の歩み寄りも見られるようになっている。こうした深南部の社会変化が、政
治動向にどのような影響を与えるかという点については今後注視していく必要がある。 
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